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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本資料の説明等です。
事前オリエンテーションの資料は次頁からです（本スライドはオリエンテーション資料からは削除してください）。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ず初めに、事前評価オリエンテーションの目的と到達目標を示しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
評価というと、いろんなイメージを持たれるかもしれません。
評価の原義は「対象の価値を引き出すこと」です。
今回の評価の対象は、実行団体の皆さんの事業です。皆さんの事業の価値を引き出すために、評価を行います。

休眠預金制度において、事業の価値は、成果をあげること（＝つまり、社会課題を解決すること）です。

社会課題を解決するための事業をより効果的に行い、その成果を見える化するために、休眠預金制度では「社会的インパクト評価」が取り入れられています。

実行団体の皆さんは、これを好機と捉えて、事業をより効果的に実践するための「評価」に臨んでください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
休眠預金は、誰のお金でしょうか？　それは国民の資産です。
休眠預金活用における評価の意義・目的は、成果の可視化にあります。
成果の可視化によって、３つの狙いがあります。
１　国民の理解を得る（説明責任）
２　事業の資源配分に反映する（効果的・効率的な事業実施）
３　民間公益活動の質の向上、発掘、民間資金や人材獲得等を促す
最終的に社会の諸課題の解決を図るという「成果」を、国民に目に見える形で生み出すことが求められます。

実行団体は、評価を「事業改善」の機会と捉えて活用ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
「社会的インパクト評価」の定義を見てみましょう。
（定義を読む）
赤線を引いたところがポイントです。
●短期、長期の変化：社会的インパクトには長期の変化のみでなく、短期から長期までの変化を含む。 
●社会的、環境的な「変化」や「便益」：財務的な結果としてはすぐには現れないような、正または負の社会的価値・環境的な価値に関する変化を指す。なお、「社会的」とは、社会全体に行き渡る波及効果に限るものではありません
●定量的・定性的に把握：定量と定性の情報は相互に補完するものととらえ、定量と定性の情報の両方を把握することが望まれます

ここで、アウトカムという言葉の定義と、よく似た言葉のアウトプットという言葉を比較してみましょう。
アウトプットは、事業の実施により生み出された「結果」のことです。子どもの居場所づくり事業であれば、イベント回数や参加者数です。アウトカムは日本語でいうと「成果」ですが、事業の実施によるアウトプットがもたらす「便益」や「変化」のことです。子どもの居場所づくり事業で生まれた子どもと地域のつながりなどです。

なお、アウトカムには時間でわけて考える方法があります。事業計画書では、３年以内に達成する成果を「短期アウトカム」 、その先の成果を「中長期アウトカム」と定めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
アウトカムとアウトプットの関係性はどのようになっているのでしょうか。
ここでは、複数のアウトプットが合わさることで、その先にアウトカムが生み出されることを表現しています。

例えば、就労支援講座の場合、
講座の開催、そこへの継続参加回数、参加者との振り返り面談数などがアウトプットで、
その先に「働くスキルの獲得、自己肯定感の向上、就職」といったアウトカムが生まれます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
休眠預金活用における評価のポイントを３つ紹介します。
（１）「自己評価」が基本です。ですので、皆さんには基本的に自己評価を行なっていただきます。�　・その自己評価を、資金分配団体PO（自分たちの名前を入れる）が伴走支援します。
　・なお、大規模・重要な事業は、実行団体、資金分配団体、JANPIAで個別に協議の上「外部評価」「第三者評価」を実施します。

（２）「４つの実施時期」があります�　・事前評価、中間評価、事後評価、追跡評価の４つの実施時期があります。基本は、事前評価〜事後評価までの３つです。
　・解決に時間を要する社会課題に係る事業は、追跡評価を検討します。これはJANPIAもあわせて協議が必要です。

（３） 「評価の５原則」に留意します�　・評価の質を高めるために、「評価の5原則」に留意します。これは後のスライドで説明します。
　・資金分配団体が「点検・検証」をおこなう際に、この５原則をもとにチェックします
　・「点検・検証」は後述しますが、資金分配団体が、実行団体の評価結果についてその内容の客観性と妥当性を確認し、評価結果の有効活用を促すための仕組みです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
本制度における評価は、「自己評価」が基本です。
３層構造で自己評価を積み上げる形で、最終的にこの制度自体の評価を行います。（詳しくは評価指針を読んでください）

資金分配団体は、実行団体に資金支援と伴走支援を行います。
また、実行団体から自己評価結果の報告を受けて、それを「点検・検証」する役割になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
事業と評価は、並行して走ります。

申請後〜事業開始までに行うのが「事業評価」です。これは、事業計画をブラッシュアップするために行う評価です。事前評価を受けて、事業計画が改訂されます。

事業実施中に行うのが「中間評価」です。これは、事業の中間地点で、成果の進捗状況を把握し、適宜、見直しするための評価です。評価結果を受けて、必要に応じて、事業計画を調整します。

事業終了時に行うのが「事後評価」です。これは、事業終了後、成果や事業の妥当性を把握するための評価です。

追跡評価は、前のスライドでもお伝えした通り、事業の中長期成果や波及効果を把握するための評価です。実施については、実行団体、資金分配団体やJANPIAと協議の上、実施します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
「評価の５原則」は、評価の質を担保するために留意すべきものです。
１は、多様な関係者が参加していることで、事業・評価の精度を高めること
２は、情報の収集は信頼される方法でおこなうこと
３は、情報の収集、公開は、適切に行うことで、信頼性や透明性を高めること
４は、すべての項目を見るのは大変なので、重要なものを優先させましょうということ
５は、組織の体力・背丈にあわせた等身大の評価をおこないましょうということです

資金分配団体としても、この５つの視点で「点検・検証」を行います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
では、「社会的インパクト評価」の対象範囲はどこからどこまででしょうか。

大きく、４つの分析からなります。
１　課題の分析
２　事業設計の分析
３　実施状況の分析
４　アウトカムの分析
です。それぞれ対応する時期も記載しています。
それぞれの具体的な検証事項は、このようなものです。（スライドを指して説明）

評価の実施時期、事業の性格や成長段階によって、どの分析に力点をおくべきかは異なるので注意してください。
例）まだ社会課題解決に知見が溜まっていない分野＝課題の分析に力点を置く
すでに事業設計の知見が多く溜まっている分野＝アウトカムの分析に力点を置く　など
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
課題の分析（ニーズの分析）の位置付けは、社会的インパクト評価の対象範囲のうち一番はじめのステップです。

「課題の分析」は、 「ニーズの分析」ともいいます。
ここでは、
・特定された課題が妥当かどうか？
・事業対象は妥当かどうか？
について、情報の収集・整理を通して、確認を行います。

課題の分析により、重要なアウトカム（生み出すべき社会的インパクト）を特定することができます。
また、それが事業の設計につながり、その先のアウトカムの創出につながります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
課題の分析では、具体的に
①特定された課題の妥当性
②特定された事業対象の妥当性
の分析を行います。
＊評価指針では、このスライドの図表を使用しています。（前頁と内容が重複していますが本スライドを入れています）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
例えば、このような視点で課題の分析を行います。
青線である「どのような社会課題を解決しようとするのか」は、すでに申請書に記載いただいています。
赤線を引いた点が、本オリエンテーションで特に確認したい点です。
例えば、
・課題の問題構造を十分に把握しているか
・事業の対象グループは、どのような問題・関心・期待・懸念などをもっているか
・重要な関係者は誰か
などです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）演習を行う場合、または、ご参考として本スライドを入れています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）前頁の事例

例えば、中高年ひきこもり問題であれば、ステークホルダーごとに要因を整理すると図のようになります。

当事者の視点では、当事者の自己理解が低く、コミュニケーションの成功体験が少ない
家族の視点では、家族としての接し方・対応がわからない
企業の視点では、企業からの理解が得られていない（対応方法がわからない）
地域社会の視点では、地域社会としてのサポート資源が可視化されてない
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
事業設計の分析（セオリーの分析）の位置付けは、
社会的インパクト評価の対象範囲のうち２番目のステップです。

ここでは、特定された課題を解消するための事業設計をおこないます（作戦をつくります）。

アウトカムの創出のためには、事業設計の分析がしっかりされることが重要になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
事業設計の分析では、具体的に
③事業設計の妥当性
④事業計画の妥当性
の分析を行います。

事業設計の分析（セオリー分析）を適切に行うことが、
活動からアウトカムまでを論理の道筋でつなぎ、
アウトカムのより効果的な達成（組織のミッション実現）につながります。


3-@ FEE&F DG (EF Y —DoHh)

BENFTOSR (BF Y —09th) 0FFE@E/NER

TR E FHZE B & Al NE B

HEXKITDO | FEXKITOZEME - | — gy Sk 25 |- S &k
T B HENRZFTEEAICERTLHRETIZEE LV b DD, 9 TICHERE ICRTHR
B FEZ20E L ChRcfEyl éﬁkut_b\ PR 22 7 7 M A AR ENT
11\7;37530

m O ER - R OB IR I T B
B ERITIER LT WSS 72T 7 N A xR T 5720 DO FERG
X TETUWAD D,
| EF‘E TR LAREEXKGTONEOESIRDN « EPIRNZRETEX 5 X
N EARH) 7R FERE 2GR E L TV B0,
m %%aﬁ‘; ISR BGEOERAKBE TS, ANFVIVF—a v T

FFICHERE LT Vv =

HFEEFHH O 241

B HEOBREITIHECER STV D D,

B HAEEOE - AR OER X, HERNO AR « &80 - S U T - Ry
N — 27 ORI CEEHPICH DD,

B R LW BEEICK U CRHRIREINEDN X E SV TUWD D,

B GHEOLT &R 5 ERB IR SV, ENERRT D720 OXPER TR
A SANTND D A BeHIEE - RITFEICA T OIERE P.34

Copyright 2020 JANPIA ~ KEROARZ SHEBICFFA 2 {ER - &F - TR L B3HELEVWLLET,


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
例えば、このような視点で事業設計の分析を行います。
青線は、すでに申請書に記載いただいています。
赤線を引いた箇所が、本オリエンテーションで特に確認したい点です。
例えば、
・目標の達成・課題解決の道筋は論理的であるか
・事業設計には多様な関係者の意見が反映されているか
・達成したい目標に対して妥当な活動が設定されているか
などです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
実行団体の事業設計は、ロジックモデル等のツールを描いて表現することを期待しています。
実行団体のロジックモデルは、資金分配団体のセオリー・オブ・チェンジ（ToC）と整合させる形で、描きます。
実行団体が狙うアウトカムは、資金分配団体が狙うアウトカムとの整合性を取ります。

ToCは、社会課題に対してどのような介入を行い、成果を生み出していくのかを説明する図です。この介入が、実行団体の事業になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
用語解説
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
用語解説
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
評価計画の位置付けは、
これまでの課題の分析、事業設計の分析ができた時点で、
事業実施前に、いかに評価を行うかを計画することです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
評価計画を作成するための３ステップを示します。
１　事業で達成したいこと（すでに申請書に記入済）
２　そのために評価で知りたいことを明確にする、このときは、評価の５原則のうち「重要性」、「比例性」の観点を参考にしてください
３　１、２に基づいて、評価計画書を作成する
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例（スライドと同じ）】
評価を効率的に進めるために、評価計画表において、何を、いかに、どのタイミングで評価するかをできるだけ具体的に計画しておくことが有効です（逆に、それをしておかないと、然るべきタイミングで収集しておくべきデータの収集ができなくなってしまいます）。

評価の判断基準（目標とする値や状態）は、主要な事業関係者の間でできるだけ明示的に合意しておくことが重要です。

評価計画の時点で、評価の５原則（特に重要性、比例性）にもとづき、評価の優先順位をつけておくことが重要です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
評価計画の3つの観点、その内容と留意事項等を示しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
評価スケジュールには、いつ、どんな評価を実施するか、そのために必要な調査は何かを記入します。
赤枠で囲ったところが、スケジュール関連です。
必要な調査例等を挙げています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
実施体制には、計画した評価や調査を行うために必要な体制を記入します。
外部委託する場合、例えばアウトカム指標設定やデータ収集・分析などにかかる費用を予め考えておきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例（スライドと同じ）】
評価表は、実行団体の皆さんが知りたいことを知るための計画表です。
「事業の価値を引き出す」ために、以下の視点で評価計画を作ってみましょう。

①これまで行なった「課題の分析」で、課題について知りたい情報を知るための計画をつくります

②これまで行なった「事業設計の分析」で、事業設計について知りたいことを知るための計画をつくります

③事業実施後に行う「実施状況の分析」、「アウトカムの分析」を適切に行うための観点を考えましょう
なお、③は、事前評価の段階では詳細な計画は不要のため、おおまかに知りたいことを考えておきましょうという意味です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
埋めた時のイメージは、このような感じになります。
次のスライドで記入事項について詳しく説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
評価表の内容は、このような構成になっています。
・評価項目は、評価すべき項目です。これは次スライドで説明します。
・評価小項目は、具体的に評価で何を知りたいのかです。各団体で設定します。
・評価基準は、判断方法と判断基準に分かれます。
・判断方法は、個々の評価小項目を、何でどのように測定するかを定めます。
・判断基準は、事業が何をどこまで達成していれば目標を達成できたと言えるかの基準です。
・測定方法欄に、設定した評価指標を具体的にどのように測るか、必要なデータと情報源、データの収集方法を定めます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
評価項目を示しています。


3-® FFffiEHE

Al EE [FHMiik] GHEOER : REDHT)

B i e TR EIE A%
MmIER @/ NEH N —
Mmoo ESRE Al I W ELEE DR | p=ap: 7. =4
B 2 ($81E%) (B - RHEZ) T—2X IR INEEFE
smeE
z*lﬁg_ X\ﬁg)*};’-]\jﬁ') g A A B ....... C ......... D .....

LTFD (A) ~ (D) DRTy 7T, [BREOSH] DEHE%ZiZTEL &£ 5,
INT, BEREZEAHITELILSZBHD [FRE] 2FMB &P TEE T,

(A) FELPBRINEZREZMBOHIC, ELZRVHIT BRXAH»? GHENER)

(B) Zhid. ATHETEZDH? (HEFAHE)
(C) ZhiE, ETETLLLBRVOH? (FIHFE

£)

(D) ZNid, EDEIBHFETT—22EHNIERV DD ? CAEAE)

Copyright 2020 JANPIA  KEROARZ SHEBICFFA 0 {ER - & - TR I B3HELEVWLLET,



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
（A）〜（D）のステップで、「課題の分析」の計画を立てましょう。
これで、事業成果を生み出す第１歩目の「課題」を知ることができます。

（A）事業が解決すべき課題を知るために、必要な問いかけ／視点は何か？（評価小項目）
（B）それは、何で判断できるのか？（判断方法）
（C）それは、どこまでいったら良いのか？（判断基準）
（D）それは、どのような方法でデータを集めれば良いのか？（測定方法）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
（A）〜（D）のステップで、「事業設計の分析」の計画を立てましょう。
これにより、事業成果を生み出すための「作戦」を立てることができます。

（A）効果的な作戦を立てるために、必要な問いかけ／視点は何か？（評価小項目）
（B）それは、何で判断できるのか？（判断方法）
（C）それは、どこまでいったら良いのか？
（D）それは、どのような方法でデータを集めれば良いのか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）①〜⑩の評価小項目と、①〜④の測定方法まで、「本オリエンテーションで、記入しましょう」と入れています。資金分配団体がオリエンテーションで演習の時間を設定するのであれば、そのまま使用して下さい。演習をやらない場合は、 「本オリエンテーションで、記入しましょう」は削除してください。

【説明例】
このようにして、事前評価の計画時の記入を行います。
⑤〜⑩（実施状況の分析とアウトカムの分析）は、「評価項目」と「評価小項目」のみを選択します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【説明例】
事前評価の報告時は、評価報告書にこのような内容を書きます。次のスライドも参照してください。
①〜④は、結果を記載
⑤〜⑩は、計画を記載
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）上記の提出期限（赤字）に期日を記入してください。
事前評価報告書フォームを紙で配布、または投影して頂くことを想定しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）「点検検証フォーム」を別紙配布、または投影いただくことを想定しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）「点検検証フォーム」を別紙配布、または投影いただくことを想定しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注）「点検検証フォーム」を別紙配布、または投影いただくことを想定しています。


E YRS i

ZE | #F | ETEHEFEOLMZ B =BT
W RIR | XiE ¥ 2 TTOC®ET MR &
Bige (WMEIZILT) E1ERk

T 33 L

BEFT |&m
H. =F NE2—v 1 EEHEFATOC
al8l ¥ cx—v 2 : B2 HEREEBTOCI
ER% T4—Kny2
NE—v 3 ZDith

LM st =
ﬂEEJZ EEU E“ﬁ -

= [1]]]
=]
I~1

I £
5 3 2|
2 1h

Copyright 2020 JANPIA  KEROANRZ BB ICHF IR CER - &GH - ST 2 & 13EILEWELET,


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
資金分配団体における事前評価、および実行団体における事前評価とその関係性を示しています。
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